平成２７年度事業報告書
平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで
                                    特定非営利活動法人　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 10(くだまつ),降松)平和の里ハイキングの会
１　事業の成果
・ホームページの開設は設立総会において承認が得られたが、実行への会員からの意見がないうちに、当該ホームページは、CANPANBLOGの情報を山口県民活動支援センターから戴き、その支援を受け２７年５月開設出来た。
・事業実施に関し、新聞･テレビ併せて３社の報道を受けた。
　　＊スローハイキング大会TV新聞各１社計２社、特集「ふれあい毎日」、桜植樹祭TV1社新聞1社計2社で報道された。
　・勉強会,スローハイキング大会,整備事業,桜植樹祭について各回１００か所以上にPRを行い、山口県民
活動支援センターの外、周南市市民活動支援センターからも支援を受けて、更に幅広い周知が出来た。
２　事業の実施に関する事項

（１）　特定非営利活動に係る事業

	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の

実施日時
(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数
	(D)受益対象

者の範囲

(E)人数
	事業費
（千円）

	地元のハイキングコース整備事業

	地元のハイキングコースの始発点付近を整備した。

	(A)27.9～28.2

(B)ハイキングコース始発点付近
(C)延6回39人参加
	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人

	４５


	
	平和史跡にふさわしい平和の桜「陽
光桜」と日本伝統美の「しだれ桜」
を対で６箇所に植えた。
	(A)28.3.6

(B)ハイキングコース始発点付近
(C)6か所　人
	(D) 市民・県民等不特定多数
(E)500人

	１５


	地元のハイキングコースを活用した多世代にわたる健康づくり事業
	２０２０年東京五輪開催に合わせハ
イキングコースを活用した国際スポ
ーツ大会開催に繋げるため、勉強会
等の実施、福岡市の関連研修会に有
志で参加したが、大会は未参加で状
況把握は次年度以降の課題とする
	(A)27.8.1福岡市のSG講習会に2名
(B)地元のハイキングコース、福岡市
(C)2人

	(D) 市民・県民等不特定多数
(E)1000人

	１０


	
	国際大会開催に向け、吉原線ハイキ
ングコースを活用し、一般･家族に
区分したスローハイキング大会を開
催し、基盤づくりをする。
	(A)27.10.4

(B)吉原線ハイキングコース
(C)21人

	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人

	１６


	
	「桜植樹」行事に際し、子どもの「記
念植樹者」を募集し、親子参加など
により健康・環境・文化遺産への関
心を高める

	(A)28.3.6

(B)ハイキングコース始発点付近
(C)　人

	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人

	２６



	下松地域の文化遺産を守り活用する事業
その他
	下松地域の文化遺産について参加自
由の見学・研究会を発足し、講師を
呼ぶなどして地元の文化遺産への理
解を深め、将来次に掲げる施策へと
繋がるように導く。
・「中宮」の世界文化遺産への登録を実現する。　
・史跡「中宮」を「下松市観光案内」等へ掲載する。
・下松市と韓国泗沘市(扶艅郡)とが姉妹縁組して国際文化交流事業を行う。
・先に編纂された「下松市史」に、史跡「中宮」の記述を設け、聖徳太子時代の「星降る町のロマン」を後世に伝へる。
事業実施に向け、理事会･総会･実行委員会等を開催した。
	(A)27.9．10と11．7の２回

(B)下松中央公民館及び下松市内史跡見学
(C)2回17人
(A)27.4~28.3

(B)久保公民館外
	(D) 市民・県民等不特定多数
(E)1000人
(D)会員

(E)100人以上
	２６
２１


＜参考＞
　１．扶艅郡(泗沘市)等と姉妹都市(平成の大合併以降)

　枚方市と全羅南道霊岩郡、奈良県と忠清南道、明日香村と扶艅郡、熊本県と忠清南道
　２．泗沘市と姉妹都市(平成の大合併前)
天王寺市、斑鳩町、八代市であったが､その後は不明
以上の傾向から山口県と忠清南道、下松市と扶艅郡の姉妹縁組を希望する。
